

























生活科学タイプ1 生活科学タイプ2 生活科学タイプ3 生活科学 タイ74
家政学狭義型 家政学同義型 家政学広義型 家政学超越 .質的発展型
対 象 家政学の内の 家政学とはぽ 家政学の輯押 家政学を越えた
領 域 特定の領域 同じ領域 を拡張した領域 人間生活の全領域
視 点 理化学的部門 家事学的イメ 生産活動や杜 再生産活動を人間存在のに限定､科学 -ジの払拭と 会活動まで拡 日的行為､生産活動を手
技術成果を生 名称変更の 大して生活を 段行為として､日的面か
活に応用 重視 全体的に考察 ら検証した規範の追求
備 考 家庭生活事象 家政学の古い 従来の家庭生 人類が永続的にこの世に
を理化学的に 家事教育的イ 括機能の一部 存在するためには､生存
解説o メ-ジ 払拭o が社会化 .商 環境である地球環境の保
科学 .技術の 多くの学部 . 品化されたた 全が大切○その視点で人
発展成果を家 学科名称変更 め○家政学は 闇活動を抑える価値牡が
庭生活に応用o の理由o実質 生活科学の部 求められるo ｢人類の持
家事科学の流 な的内容変化 分概念と言う 続的世代継承｣｢地球現
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ので､理 ･工 ･医 ･農 ･法学などの全ての分野
の学問がリンクし合っていると思います｡それ
故に生活科学を学尚として研究していく上でど
こまでを研究領域にするのか､またどこまで掘
り下げていくのかというのは非常に難しい問題
ではないかと思います｡我々学生にとっても､
教えられる先生方にとっても､｢広く浅く｣が
いいのかそれとも ｢広く深く｣がいいのかとい
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ディスカッション
うのは難しい判断ではないでしょうか｡その辺
りについて先生の意見を伺えたらと思います｡
中 根 それについても先程少し触れましたが､生活
科学として扱う分野は主としては5領域が､派
生的には4領域があるのではないかと思います｡
ただし､それについてはそれぞれの隣接領域の
交互の手助けだとかを受けなければならないわ
けです｡そういった場合､その各分野の人々に
問題を解決するための働きかけをして､お互い
に助け合わなければならないわけです｡自分だ
けで全部の分野の問題を解決するなんていうこ
とはできません｡そのためには万能にならない
といけない.のですから｡我々はあくまでも生活
者である人間にとってどうかということを考え
る上で､それがそれぞれの領域で不足している
部分は他の領域で補えるようにLT'いかなけれ
ばならないということです｡
谷 広く関心を持って､しかし論文をまとめるに
は深く追求していかなければならないというこ
とですね｡
中 根 それはさっき言ったように､いろんな角度か
ら人間というものを見ておかないと､ある一方
からだけを見て結論を下しては他方から見たら
間違っているかもれないということもあります
からね｡様々な側面からのアプローチというの
は必要になってきますね｡
谷 それでは最後に､仁伍若菜さんに質問して頂
きたいと思います｡ ■
仁 伍 これまで科学は要素還元的な思考で分野が細
分化されて研究されていた所を､システム論な
どで統合の方向に動いていますが､生活科学と
いうのは住居や食品といった分野に別れて研究
しています｡その生活科学部で具体的に共通の
視点や問題意識を持つ事ができるのかという事
と､それを統合していけるのかという事を伺い
たいのですが｡
中 根 先程答えたことと関連するのですが､人間の
生活というのは色々な面があって成り立ってい
るわけですoですから当然､いまおっしゃ.った
ように､そういう物を統合した形で価値判断し
て､良い人間生活といったものを創り上げてい
かなければならないんです｡しかし､そればか
りやっていてもなかなか前に進みません｡です
から､生活科学に関わる人たちは､この分野は
この人がという風に役割分担してやっているわ
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けです｡最終的には他の領域の意見や成果とい
うものも含めて判断していかなければいけませ
ん｡そういうことになると､プロジェクトを組
んでやるとか様々な方法があると思います｡さ
っきも言いましたが､人間は万能じゃないです
から一人で全部をやるという事はできないで
す｡そうするとやはり､役割分担をしていくこ
とで意識的に組織を作 り､常に他の領域にも目
配りするといった心構えが必要になるわけで
す｡また､ある部分を分担して研究している場
合でも､生活全体に眼を配り､人間生活の中で
位置づけて進めていくことが大切です｡
谷 今回は本学の名誉教授で､非常に幅広い視点
から生活科学を考えておられる中根先生におこ
し頂き､｢生活科学とは何か｣ということをお
話し頂きました｡今日の話には大事な事が沢山
含まれていましたが､皆さんが修士論文のテー
マ設定などで自分の研究の位置づけなどを考え
る時の指標にして頂ければと思います｡
今日は長時間になりましたが､中根先生を囲ん
で実りのある討論会ができたと思います｡あり
がとうございました｡
本文は､生活科学論研究室の文責により､生活科学論ゼ
ミナール特別講義 (2001年12月8日･学術情報総合セン
ター10階会議室L)の内容をまとめたものである｡
